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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
は
、
全
国
的

に
も
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
下
げ
止
ま
り
の
状
態

に
あ
り
、国
と
東
京
都
な
ど
の
地
方
自
治
体
は
、ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
模
索
し
つ
つ
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
新
し
い
感
染
対
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
国
（
厚
生
労
働
省
等
）
、
東
京
都
（
保
健

福
祉
局
）
、
及
び
昭
島
市
（
保
健
福
祉
部
健
康
課
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
私
達
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
よ
り

安
全
に
就
業
し
、
か
つ
安
心
な
生
活
を
送
る
た
め
の

情
報
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．
濃
厚
接
触
者
に
つ
い
て（
濃
厚
接
触
者
の
範
囲
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
方
の
発
症
日
よ
り
も
２
日
前
以
降

か
ら
療
養
終
了
日
ま
で
は
、
感
染
可
能
期
間
と
い

い
、
周
囲
の
方
に
感
染
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
期

間
と
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
に
接
触
し
た
方
の
う

ち
次
に
該
当
す
る
方
は
濃
厚
接
触
者
と
な
り
ま
す
。

①　

�

患
者
と
同
居
、あ
る
い
は
長
時
間
の
接
触（
車

内
、
航
空
機
な
ど
）
が
あ
っ
た
人

②　

�

適
切
な
感
染
防
御
な
し
に
患
者
を
観
察
、
看

護
も
し
く
は
介
護
し
た
人

③　

�

患
者
の
気
道
分
泌
液
も
し
く
は
体
液
等
の
汚

染
物
質
に
直
接
触
れ
た
可
能
性
が
高
い
人

④　

�

そ
の
他
、
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
距
離

（
目
安
と
し
て
１
メ
ー
ト
ル
）
で
、
必
要
な

感
染
予
防
策
（
マ
ス
ク
等
）
な
し
で
15
分
以

上
接
触
が
あ
っ
た
人
。
（
周
辺
の
環
境
や
接

触
の
状
況
等
か
ら
患
者
の
感
染
性
を
総
合
的

に
判
断
す
る
。
）

注�　

東
京
都
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
さ
れ
た
方

へ
」
、
国
立
感
染
症
研
究
所
「
積
極
的
疫
学
調

査
実
施
要
領
」
よ
り
抜
粋

２
．
濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
ら

濃
厚
接
触
者
は
、「
自
分
が
発
症
す
る
可
能
性
」

と
「
無
症
状
で
も
他
人
に
感
染
を
拡
げ
る
可
能

性
」
が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
で
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
診
断
さ
れ
た
同
居
の
ご
家
族
な
ど
と
の

接
触
で「
自
分
は
濃
厚
接
触
者
か
も
し
れ
な
い
。」

と
思
っ
た
ら
、
体
調
悪
化
を
防
ぎ
、
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
、
ご
自
身
の
体
調
管
理
と
健
康
観
察
期

間
中
の
外
出
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

注�　

詳
し
く
は
東
京
都
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
身
近
な
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
な
っ
た
方
へ
（
自
分
が
濃
厚
接
触
者
だ
と

思
っ
た
ら
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
．
濃
厚
接
触
者
の
待
機
期
間
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

①　

�

症
状
が
発
症
し
、
悪
化
す
る
場
合
は
、
す
み

や
か
に
か
か
り
つ
け
医
や
近
隣
の
医
療
機
関

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②　

�

同
居
家
族
と
の
濃
厚
接
触
者
と
言
わ
れ
た
方

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
と
最
後

に
接
触
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
５
日
間
の

行
動
自
粛
と
健
康
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

症
状
が
な
い
場
合
は
、
６
日
目
か
ら
自
粛
生

活
が
解
除
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
も
７
日
間

は
自
身
に
よ
る
健
康
状
態
の
確
認
や
会
食
等

を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

③　

�

濃
厚
接
触
者
の
待
機
期
間
は
、
体
外
診
断
用

医
薬
品
（
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
）
に
よ
り

２
日
目
と
３
日
目
に
自
費
検
査
を
行
い
、
陰

性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
３
日
目
か
ら

待
機
を
解
除
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
濃
厚
接
触
者
に
つ
い
て
昭
島
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
情
報
）
よ
り
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報

理
解
し
て
、
安
全
の
確
保
を

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

就
業
中
に
ご
注
意
い
た
だ
く
こ
と

日
々
移
り
変
わ
り
ゆ
く
状
況
の
毎
日
で
す
が

現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
な
い
の
で
、
就
業
時
に
は
随
時
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
万
が
一
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合
、

本
人
に
コ
ロ
ナ
の
陽
性
反
応
が
出
た
場
合
に
は
、

直
ち
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎

0
4
2
―
5
4
4
―
７
０
６
０
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
高
熱
が
出
た
り
、
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
場
合
も
無
理
を
し
て
就
業
せ
ず
に
、
ま
ず

は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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７
月
定
例
理
事
会
（
７
月
25
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
４
名
、
女
性

２
名
計
６
名
）

・
就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
14
件
、

延
34
名
）

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会
よ
り
正
副
委
員
長
の

互
選
、
委
員
長　

栗
原
輝
雄
、
副
委
員
長　

和

智　

孝
と
決
定
し
ま
し
た
。

・
東
京
し
ご
と
財
団
第
１
回
会
長
会
議
に
会
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
定
例
理
事
会
（
８
月
29
日
）

理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
、
書
面
で
議
決
を
行
う
「
み
な
し
決

議
」
の
手
続
き
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
理
事
か
ら
は
同

意
書
、
監
事
か
ら
は
確
認
書
が
返
送
さ
れ
、
全
員
異

議
な
く
、
８
月
分
理
事
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
５
名
、
女
性

１
名
計
６
名
）

・
就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
２
１
６

件
、
延
１
０
０
１
名
）

・
議
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
「
み
な
し

決
議
」
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
を
令

和
４
年
８
月
29
日
と
す
る
件
に
つ
い
て

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
総
務
部
会
よ
り
令
和
４
年
度
第
１
回
理
事
・
地
域

班
長
全
体
会
議
及
び
役
員
研
修
は
延
期
と
決
定

し
ま
し
た
。

・
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会
よ
り
本
年
の
開
催
は

中
止
と
決
定
し
ま
し
た
。

・
会
員
作
品
展
示
会
実
行
委
員
会
よ
り
「
ふ
れ
あ
い

祭
り
」
の
中
止
を
受
け
て
、
本
展
示
会
も
中
止

と
決
定
し
ま
し
た
。

・
令
和
５
年
度
第
13
回
定
時
総
会
の
開
催
日
を
令
和

５
年
６
月
16
日
と
す
る
。

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
定
例
理
事
会
（
９
月
26
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
５
名
、
女
性

０
名
、
計
５
名
）

・
就
業
契
約
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
16
件
、

延
22
名
）

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
事
業
部
会
よ
り
接
遇
研
修
は
民
間
企
業
４
社
９
作

業
就
業
者
を
対
象
に
11
月
21
日
、
22
日
で
４
回

実
施
予
定

・
安
全
管
理
委
員
会
よ
り
令
和
４
年
度
安
全
就
業
標

語
を
選
考
し
た
、
令
和
４
年
度
第
１
回
安
全
就
業

巡
回
点
検
を
９
月
20
日
と
21
日
で
行
い
ま
し
た
。

・
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
よ
り
助

成
金
を
各
中
学
校
地
区
の
委
員
に
お
渡
し
し
ま

し
た
。

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

安
全
管
理
委
員
長　

佐
々
木　

省
吾

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
第
７
波
の
影
響
を
受

け
て
、
当
委
員
会
の
活
動
計
画
に
も
支
障
が

発
生
し
、
行
事
等
の
活
動
の
延
期
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
が
令
和
４

年
度
の
安
全
就
業
優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
と
し

て
、
東
京
し
ご
と
財
団
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

「
安
全
第
一
」
を
最
優
先
と
し
て
、
事
故

０
を
目
指
し
て
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々

努
力
し
た
結
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
事

故
０
を
目
標
と
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
達
成
は

難
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
傷
害
事
故
・

賠
償
事
故
の
発
生
原
因
と
対
策
に
つ
い
て

は
、
会
報
を
通
じ
て
会
員
に
お
知
ら
せ
し
、

事
故
防
止
の
注
意
喚
起
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し

て
、
い
か
に
事
故
を
少

な
く
し
て
い
く
か
で

す
。
各
種
事
故
防
止
活

動
に
尽
力
し
、
「
安
全

第
一
」と「
健
康
第
一
」

を
目
指
し
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

安
全
就
業
優
良
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

理
事
会
だ
よ
り
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総
務
部
会
長　

栗
原
輝
雄

日
頃
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
業
務
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

地
域
班
長
は
会
員
と
セ
ン
タ
ー
を
つ
な
ぐ
「
要
」

の
存
在
で
す
。

※
下
記
「
地
域
班
長
の
役
割
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
の
基
本
理
念「
自
主・自
立
、共
働・共
助
」

の
目
的
を
全
会
員
が
共
有
し
、
実
現
す
る
た
め
に
寄

与
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
班
長
の
皆
さ
ま
、
今
後
と
も
セ
ン
タ
ー
の
発

展
の
た
め
に
、絶
大
な
る
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
班
長
の
皆
さ
ま
に
感
謝

地
域
班
長
の
役
割

地
域
班
を
組
織
す
る
地
域
班
長
の
役
割
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

①
定
時
総
会
の
取
り
ま
と
め
（
年
１
回
）

○
出
欠
の
報
告

○
委
任
状
ま
た
は
議
決
権
行
使
書
の
回
収

②
会
報
「
い
ず
み
」
の
配
布

○
担
当
地
域
内
の
会
員
に
配
布
（
年
４
回
）

③
地
域
班
会
議
の
開
催

○
地
区
班
長
会
議
（
中
学
校
地
区
・
年
４
回
）

○
地
区
全
体
会
議
（
中
学
校
地
区
・
年
２
回
）

④
理
事
・
地
域
班
長
全
体
会
議
（
年
２
回
）

⑤
そ
の
他

○
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

の
取
り
ま
と
め
を
す
る
こ
と
も
。

＊�
各
種
会
議
に
つ
い
て
は
地
区
の
担
当
理
事
と

相
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

つつじが丘 2班 1
佐野　正夫

つつじが丘 2班 2
富岡　　隆

宮沢町瑞雲班
石川　正夫

中神町瑞雲 2班
織部　伸彦

武蔵野班
丹藤　昌和

つつじが丘 1班 1
土屋　　徹

拝島町 3班 1
三輪　清武

拝島町 3班 2
伊藤　宏一

田中町多摩辺 2班
佐藤　　司

拝島町 1班
石川　勝司

瑞雲中学校地区（8名）� 地区委員　金子　哲

多摩辺中学校地区（6名）
地区委員　石合　進

松原町清泉班
清水　英男

昭和町 2班
大島　孝男

田中町拝島班
山口　　勝

緑町 1班
山本　武利

緑町 2班
北川　正治

緑町 3班
山田　聖三

緑町 4班
生沼 登美子

緑町 5班
平野　芳夫

松原町拝島 1班
網野　和子

松原町拝島 2班
遠藤　利夫

美堀町 1班
木村　富雄

美堀町 2班
武田 喜美代

美堀町 3班
栗田　　勝

清泉中学校地区（14名）� 地区委員　藤橋　忠悟 拝島中学校地区（11名）� 地区委員　和智　孝
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中神町瑞雲 1班
田中　敏英

つつじが丘 1班 2
山口　明男

田中町多摩辺 1班
及川　　健

拝島町 2班
早野　　登

郷地町 1班
後藤　瑞政

福島町南部 2班
前島　秀朗

中神町福島班
柳瀬　滋治

郷地町 2班
蛇口　　隆

福島町南部 1班
薬袋孝次郎

昭和中学校地区（10名）� 地区委員　藤森　睦夫

瑞雲中学校地区（8名）� 地区委員　金子　哲

多摩辺中学校地区（6名）
地区委員　石合　進

福島中学校地区（5名）� 地区委員　平塚　利夫

東町 1班
守重　邦昭

福島町北部班
大矢　敬一

中神町昭和 1班 1
笹田　和夫

中神町昭和 1班 2
花田　律子

中神町昭和 2班 1
山川　洋子

中神町昭和 2班 2
森　　信子

東町 2班
奥平　裕行

玉川町 1班
岩田　　隆

玉川町 2班
鈴木　　浩

玉川町 4班
齋藤　　明

中神町清泉班
中嶋　信義

上川原町 1班
糟谷　修子

上川原町 2班
倉知　　透

宮沢町 1班
菅原　文夫

宮沢町 2班
長澤　邦雄

大神町 1班
小林せつ子

大神町 2班
喜久　　豊

松原町清泉班
清水　英男

朝日町 1班
有賀　竹俊

朝日町 2班 1
桑原　　誠

朝日町 2班 2
善養寺　裕

朝日町 3班
中島　貞子

昭和町 1班
堀　　賀雄

昭和町 2班
大島　孝男

昭島市シルバー人材センター
地域班長紹介

各地域でご活躍いただいています。
会員の皆さんよろしくお願いいたします。

清泉中学校地区（14名）� 地区委員　藤橋　忠悟

NO
IMAGE
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宮
沢
町　

菅
原　

文
夫

私
た
ち
は
成
隣
小
学
校
で
、
校
庭
・
体

育
館
・
教
室
な
ど
で
放
課
後
を
過
ご
す
子

ど
も
達
の
安
全
を
見
守
る
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
達
は
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
を
つ

け
な
が
ら
も
、
と
て
も
元
気
に
校
庭
を
走

り
回
り
、
鉄
棒
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
す

べ
り
台
な
ど
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
今
、
子

ど
も
達
に
人
気
の
遊
び
は
ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
、
泥
団
子
作
り
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や
縄

跳
び
で
す
。

孫
の
よ
う
に
可
愛
い
子
ど
も
達
に
「
お

じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
な

が
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲
間

と
共
に
協
力
し
て
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

つ
つ
じ
が
丘　

菅
原　

洋
子

７
月
か
ら
セ

ン
タ
ー
１
階
の

作
業
部
屋
で
、

不
定
期
の
仕
事

で
す
が
、
製
本

用
テ
ー
プ
入
れ

の
「
箱
」
作
り

の
仕
事
が
新
し

く
始
ま
り
ま
し

た
。
作
業
の
内

容
は
、
型
枠
の
紙
の
折
り
目
に
沿
い
折
り

曲
げ
箱
形
に
整
え
る
、
糊
代
に
ハ
ケ
で
糊

を
塗
り
固
定
す
る
、
出
来
上
が
っ
た
製
品

を
束
ね
て
数
を
確
認
し
箱
詰
め
す
る
作
業

と
な
り
ま
す
。

簡
単
な
作
業
だ
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た

が
、
特
に
糊
で
貼
る
作
業
で
は
糊
が
は
み

出
な
い
よ
う
に
糊
の
量
を
加
減
す
る
コ
ツ

が
一
番
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
洗
濯
バ
サ
ミ
で

固
定
し
、乾
く
ま
で
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

歪
み
の
少
な
い
立
方
体
へ
仕
上
げ
る
こ
と

は
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
意
外
と
手
間
が

か
か
る
仕
事
で
し
た
。

数
名
の
チ
ー
ム
で
作
業
を
分
担
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
で
ど
う
し
た
ら
手
際
よ

く
や
れ
る
か
、意
見
と
知
恵
を
出
し
合
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
年

齢
差
を
感
じ
な
い
ほ
ど
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

中
神
町　

相
田　

怜
明

こ
の
保
育
園
で
の
業
務
は
本
年
３
月
か

ら
始
ま
り
、
４
人
で
交
代
し
な
が
ら
朝
と

夕
刻
に
就
業
し
て
い
ま
す
。

園
の
前
の
公
道
は
双
方
向
で
、
近
く
に

踏
切
が
あ
る
た
め
車
が
多
く
通
り
ま
す
。

園
児
を
送
迎
す
る
自
転
車
や
自
家
用
車
が

次
々
と
来
る
時
は
、
安
全
見
守
り
に
神
経

を
使
い
ま
す
。
通
常
は
園
児
が
飛
び
出
さ

な
い
よ
う
に
車
道
に
背
を
向
け
て
黄
色
い

旗
を
持
ち
、
お
母
さ
ま
方
と
園
児
に
大
き

な
声
で
挨
拶
を
し
、ま
た
、雨
天
時
や
「
お

ん
ぶ
」
や
「
だ
っ
こ
」
を
し
て
い
る
保
護

者
に
は
、
門
扉
の
開
閉
を
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。

声
掛
け
に
対
し
保
護
者
の
方
や
園
児
が

笑
顔
で
返
事
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番

う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。
こ
の
大
切
な
見
守

り
に
穴
を
あ
け
る
事
は
で
き
な
い
の
で
、

よ
り
一
層
健
康

管
理
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
２

月
か
ら
会
員
と

な
り
頭
も
身
体

も
使
う
仕
事
が

で
き
て
感
謝
し

て
い
ま
す
。

玉
川
小
学
校
南
編　

中
神
町　

平
塚　

利
夫

福
島
中
地
区
玉

川
小
学
校
で
の
活

動
は
、
午
後
2
時

半
に
学
校
の
南
門

に
集
ま
り
、
下
校
す
る
児
童
に
声
掛
け
、

そ
の
後
3
時
か
ら
通
学
路
を
見
守
り
し
て

お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
も
顔
見
知
り

に
な
り
、
挨
拶
を
交
わ
し
て
元
気
を
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
見
て
い
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

先
日
、
パ
ト
・
ボ
ラ
帰
り
に
「
見
守
り

お
じ
さ
ん　

こ
ん
に
ち
は
」
と
玉
川
小
で

サ
ッ
カ
ー
好
き
な
児
童
で
大
学
2
年
に
成

長
し
た
青
年
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し

た
。
私
が
パ
ト
・
ボ
ラ
活
動
を
開
始
し
て

10
年
余
り
に
な
り
ま
す
。
見
守
り
、
声
掛

け
し
た
だ
け
、
日
頃
よ
り
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
、
同
じ
10
年

で
も
著
し
く
成
長
を
遂
げ
る
若
者
と
我
々

の
静
か
に
老
化
を
た
ど
る
姿
が
あ
り
ま

す
。
穏
や
か
に
健
康
に
世
代
交
代
に
寄
与

し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

今
後
も
パ
ト
・
ボ
ラ
活
動
を
行
い
、
地

域
の
安
心
・
安
全
に
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

保
育
園
前
で
の園児

安
全
見
守
り
業
務

パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

内
職
（
箱
作
り
業
務
）

放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理
業
務

就

業

体

験

記

就

業

体

験

記
（右端が菅原会員）

（左端が相田会員）
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「
就
業
相
談
の
日
」
に

来
ら
れ
た
方
の
そ
の
後

皆
さ
ん
！
「
就
業
相
談
の
日
」
は
ご

存
じ
で
す
か
？　

会
報
「
い
ず
み
」
で

も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
毎
月
第
一
火

曜
日
午
前
9
時
30
分
か
ら
２
時
間
程
度

セ
ン
タ
ー
２
階
事
務
所
に
て
、
担
当
理

事
２
名
で
お
仕
事
探
し
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。お
仕
事
を
お
探
し
の
方
、

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

東
日
本
矯
正
医
療
セ
ン
タ
ー
准

看
護
師
さ
ん
の
「
老
年
看
護
実

習
（
高
齢
者
の
理
解
）」
が
行
わ

れ
ま
し
た

８
月
29
日
～
９
月
２
日
の
一
週
間
に

渡
っ
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
フ

ジ
ホ
ー
ム
・
こ
ぶ
し
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
）と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
昭

島
市
・
立
川
市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
拝
島
駅
南
口
地

下
自
転
車
等
駐
車
場
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
一
日
に
７
名
～
８
名
ず
つ
８
時
間

15
分
（
昼
休
憩
45
分
）
で
、
実
習
目
的

を
「
高
齢
者
の
特
徴
を
理
解
し
、
健
康

を
支
え
る
老
後
看
護
に
必
要
な
基
礎
的

知
識
・
技
術
・
態
度
を
習
得
す
る
」

つ
ま
り
、
当
自
転
車
等
駐
車
場
の
管

理
員
を
対
象
高
齢
者
と
し
て
、

①
高
齢
者
の
特
徴
を
理
解
す
る
。

②�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
で
高
齢

者
と
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

③�

高
齢
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る

社
会
資
源
の
し
く
み
を
知
る
。

④�

高
齢
者
へ
の
関
心
を
高
め
、
老
齢
者

を
個
人
と
し
て
尊
重
す
る
態
度
を
身

に
つ
け
る
。

を
目
標
に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

実
習
生
に
聞
い
て
み
る
と
、「
と
て

も
元
気
な
管
理
員
（
高
齢
者
）
で
皆
さ

ん
目
的
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
」
と

云
っ
て
い
ま
し
た
。

矯
正
医
療
セ
ン
タ
ー
の
若
い
准
看
護

師
の
み
な
さ
ん
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若

い
人
に
高
齢
者
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た

の
は
、
良
い
機
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
、「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
で

し
た
。

先
日
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
本
屋
さ
ん

で
、以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
「
音
読
」

の
本
を
見
つ
け
早
速
購
入
し
て
み
ま
し

た
。声
を
出
し
て
本
を
読
む
な
ん
て
小
・

中
学
校
以
来
の
こ
と
で
す
。

音
読
は
黙
読
と
は
違
い
、
気
持
ち
を

落
ち
つ
か
せ
た
り
、
脳
が
活
性
化
さ
れ

た
り
す
る
そ
う
で
す
。
の
ど
を
使
う
の

で
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
等
い
ろ
い
ろ
と

効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

私
が
好
き
な
の
は
、
子
ど
も
の
頃
に

読
ん
だ
新
美
南
吉
の「
手
袋
を
買
い
に
」

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」、
北
原
白
秋
の
「
五
十

音
」、「
う
い
ろ
う
う
り
」
等
々
で
す
。

ほ
ん
の
一
分
位
の
短
い
文
章
で
す
が
、

い
ざ
声
に
出
し
て
読
む
と
い
う
の
は
意

外
と
難
し
い
も
の
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
、

な
か
な
か
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
大
き
な
口
を
開
け
て
、
顔
全

体
の
筋
肉
を
使
っ
て
読
む
こ
と
は
健
康

に
も
良
い
の
で
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

山
本　

晴
子

「就業相談 の日」「「就業相談 の日就業相談 の日」」
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
 センター事務所 2階
※担当理事が相談をお受けします

板
示
掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲
示示示示示示示示示示示
板板板板板板板板
示
掲

◦
保
育
補
助
業
務

（
女
性
、
９
月
よ
り
就
業
開
始
）

◦�

放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理

業
務

（
男
性
、
10
月
よ
り
就
業
開
始
）

◦
公
園
清
掃
業
務

（
女
性
、
10
月
よ
り
就
業
開
始
）
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危険だよ  一寸の油断と  思い込み危険だよ  一寸の油断と  思い込み
ちょっとちょっと

令令 ４年度和

安全管理委員による安全巡回点検新入会員募集中!!
ご紹介いただいた会員の方に粗品をプレゼント

入会者をご紹介ください。入会受付時に紹介された会員の氏名を書いて
いただきますので、必ずご記入するようにお伝えください。

テーマ：転倒・墜落事故防止
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表具・表装（障子・網戸の張り替え作業）

安全管理委員会の
佐々木委員長の熱のこもった演説

植木班の安全就業巡回点検東京しごと財団より「安全就業優良シルバー
人材センター」に当センターが表彰される

内職（バッテリー残量確認作業） スーパーマーケットの地下にて
安全就業巡回点検

テ
ー
マ
「
転
倒
・
墜
落
事
故
防
止
」

今
回
は
、
19
名
、
52
作
品
と
い
う
多
数

の
応
募
か
ら
３
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

☆
最
優
秀
賞

つ
つ
じ
が
丘　

大
塚　

武
人

「
危
険
だ
よ��

一ち
ょ
っ
と寸

の
油
断
と��

思
い
込
み
」

☆
優
秀
賞

つ
つ
じ
が
丘　

大
塚　

武
人

「
急
ぐ
よ
り　

安
全
優
先　

確
実
に
」

☆
優
秀
賞

つ
つ
じ
が
丘　

別
府　

幸
雄

「
気
の
ゆ
る
み　

待
っ
て
く
れ
な
い

怪
我
一
生
」

当
セ
ン
タ
ー
の

令
和
４
年
度
安
全
就
業
標
語
決
定

安全就業
推進大会は
中止と
なりました

お知らせ
ご確認下さい！！
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